かいきてき なかん ずく 

家 的 完成 を 棒に ふる ほど 懐疑 的」 である。 就中 わた 

し 自身の 愚に は 誰よりも 一 層 懐疑 的で ある。 「芥川 龍 

おお-まか てんま 

之 介と 来た 日に は大 莫迦 だ わ！」 何と 云う お転婆ら し 

い 放言であろう。 わたし は 心頭に 発した 怒 火 を 一 生懸 

おさ いちおう 

命に 抑えながら、 とにかく 一 応は 彼女の 論拠に 点検 を 

しも 力 力 

加えようと 決心した。 下に 掲げる の はこの 文 放 古 を 一 

字 も 改めずに 写した ものである。 

「 …… あたしの 生活の 退屈 さ 加減 はお 話に も 何にもな 

力た いな 力 

らな いくらいよ。 何しろ 九州の 片田舎でしょう。 芝居 

しゅんよ うかい 

はなし、 展覧会 はなし、 (あなた は 春陽 会へ いらし つ 



い ちょ-つ だい 

て？ 入らし つたら、 今度 知らせて 頂戴。 あたし は 

何だか 去年よりも ずっと 好 さそうな 気がして いるの) 

音楽会 はなし、 講演会 はなし、 どこへ 行って 見る つて 

ところ もない 始末な のよ。 おまけに この 巿の 智識 階級 

はやつ と 徳富蘆 花 程度な のね。 きのう も 女学校の 時の 

ありし またけ お 

お 友達に 会ったら、 今時分 やっと 有 島 武郎を 発見した 

なさけ 

話 をす るん じ やない の？ そり や あなた、 情ない も 

せけんな さ まう 

のよ。 だから あたし も 世間並みに、 裁縫 をしたり、 

か つ ぼう ひ 

割烹 を やつたり、 妹の 使う オルガン を 弾いたり、 一度 

うち 

読んだ 本 を 読み返したり、 家にば かり ぼんやり 暮らし 

ている の。 まあ あなたの 言葉 を 借りれば アンニュイ そ 



どうらく だいきゅう なにわぶし 

人な のよ。 おまけに 道楽 は 大弓と 浪花節と だって 云 

うんじ やない の？ それでも さすがに 浪花節 だけ は ゆ 

い 趣味 じ やない と 思って いたんでしょう。 あたしの 前 

じ や 浪花節の なの 字 も 云わずに すまして いたの。 とこ 

ちく おんさ 

ろが いっか あたしの 蓄音機へ ガリ • クルチ や カル ソゥ 

とらまる 

を かけて 聞かせたら、 うっかり 『虎丸 はな いんです 

か？』 つてお 里 を 露わして しまった のよ。 まだ もっと 

お か うち あが さいしょ うじ 

可笑し いのは あたしの 家の 二階へ 上る と、 最勝 寺の 塔 

が 見え るんで しょう。 その また 塔の 霞の 中に 九輪 だけ 

よさの あきこ 

光らせて いると ころ は 与 謝 野 晶子で も 歌いそう なのよ _ 

それ を 山 本って 人の 遊びに 来た 時に 『山 本さん。 塔が 



まち ばかば か 

いとすれば、 たとい この 巿に いるよう に 莫迦 莫迦し い 

非難 は 浴びない にしろ、 自活 だけ は 必要に なって 来る 

でしよう。 ところが あたした ちの 受けて いるの は 自活 

に 縁の ない 教育 じ やない の？ あたした ちの 習った 外 

国語 じ や 家庭教師 も 勤まらないし、 あたした ちの 習つ 

あみもの 

た 編物 じ や 下宿 代 も 満足に 払われ はしない わ。 すると 

や つ ぱり 軽蔑す る 男と 結婚す る ほか はな いこと になる 

わね。 あたし はこれ はあり ふれた ようで も、 ずいぶん 

大きい 悲劇 だと 思う の。 (実際 また あり ふれて いると 

すれば、 それだけに なおさら 恐ろしい じ やな い の？) 

ば、， -し ようふ 

名前 は 結婚って 云う けれども、 ほんとう は 売笑婦に 身 



ちょうだい 

て 頂戴。 あたし はこう 云う 結婚 難 を 解決す る 道 を 求 

めながら、 一度 読んだ 本 を 読み返して 見た の。 けれど 

だいべんしゃ うそ 

も あたした ちの 代弁者 は譃 のように 一 人 もい ないじ や 

くらた ひゃく ぞう きくち かん くめ まさお むしゃの こうじさね あつ 

ない の？ 倉 田 百 三、 菊 池 寛、 久米正 雄、 武者 小路 実 篤、 

さとみ とん さとう はるお よしだ げんじろう のがみ やよい 

里 見 諄、 佐 藤 春 夫、 吉田絃 ニ郎、 野 上 弥生、 —— 一 人 

残らず 盲目な のよ。 そう 云う 人た ち はま だ 好い として 

も、 芥川龍之介と 来た 日に は大 莫迦 だ わ。 あなた は 『六 

みや 

の宫の 姫君』 つて 短篇 を 読んで はいらつ しゃら なくつ 

きょう でんさんば 

て？ (作者 曰く、 京 伝 三 馬の 伝統に 忠実な らんと 欲 

する わたし はこの 機会に 広告 を 加えなければ ならぬ。 

『六の 宫の 姫君』 は 短篇 集 『春 服』 に 収められ ている。 



しょし しゅんよ うどう 

発行 書肆 は 東京 春陽 堂で ある) 作者 は その 短篇の 中 

いくじ ひめさま の のし 

に 意気地のないお 姫様 を 罵って いるの。 まあ 熱烈に 

意志し な い も の は 罪人よりも 卑し いと 云う らしい のね。 

だ つ て 自活に 縁の ない 教育 を 受けた あたした ち は どの 

くらい 熱烈に 意志した にしろ、 実行す る 手段 はな いん 

でしよう。 お 姫様 も きっとそう だった と 思う わ。 それ 

ののし ふけんしき 

を 得意そう に 罵 つたり する の は 作者の 不見識 を 示す 

もの じ やない の？ あたし は その 短篇 を 読んだ 時 ほど、 

芥川龍之介 を 軽蔑した こと はない わ。 …… 」 

この 手紙 を 書いた どこかの 女 は f 知 半胁の セン ティ 



い 何 本 かの 手紙と 一 しょに そろそろもう 色 を 黄ばませ 

ている。 …… 

(大正 十三 年 四月) 
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